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垂直貿易 と資本移動*
佐 竹 正 夫
私は前稿1)において,原 料 と最終財が直接交換される単純な垂直貿易モデル
でも,両 国が不完全特化を行えば,要 素価格が均等化することを示した。しか
し,こ の ことはどちらかの国が完全特化に陥れば,要 素価格は均等化せず,し
たが って生産要素の国際的な移動の誘因が生 じることを意味している。
垂直貿易に資本移動を導入 し,貿 易 ・投資政策の効果を扱った興味深い論文
に,Kemp,M.C.,andM.Ohyama,"OntheSharingofTradeGainsby
Resource-PoorandResource-R三chCountries,"(Joπ ηLαZoゾ」肋`θrηαεεoπαZ
EcoπoπL`cs,Vol.8,1978)・ が あるが,そ こでは資本移動が生 じる原因にっい
ては言及されていない。この覚書では,完 全特化を前提に して,国 際的な資本
移動がある場合,そ れが交易条件や要素価格,世 界及び各国の所得にどのよう
な影響を及ぼすかを検討する。分析の結果,資 源輸入国から資源輸出国への資
本移動は,後 者の交易条件を必ず悪化 し,前 者の資本の レンタルを必ず上昇 さ
せること,な らびに世界と投資国(資 源輸入国)の 所得を増加 させるが,被 投
資国(資 源輸出国)の 所得を必ず しも増加させないことが示される。被投資国
の所得が減少するのは,交 易条件が悪化するためであるが,こ の条件は最終財
生産における原料と資本の代替性の程度が小さいことである。
以下では,は じめに垂直貿易の完全特化モデルを説明する。次に資本移動が
交易条件 と要素価格に与える影響を検討する。最後に資本移動と実質所得の関
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係を考察する。
1.垂 直貿易の完全特化モデル
前掲の拙稿で既に示 したように,2国 一 資源(原 料)輸 入国と輸出国一
がともに完全特化に陥って,貿 易を行 う国際均衡の状態は第1図 で表わすこと
ができる。OABは 資源輸入国の原料の生産 ブロック,0*AB*は 資源輸 出
国のそれである。横軸は資本,縦 軸は原料をとっている。原点0は 資源輸入
国の最終財生産関数の原点で,原 料 と資本に関して一次同次性が仮定される。
資源輸入国の総資本量はOAで,輸 出国のそれは0*B*で ある。ただ し,資
本を全て原料生産に投入しても,前 者はOBし か原料を生産できず,後 者 の
0*Aよ りも少い。これは原料生産に要する自然資源のためである。
資源輸入国は0、4の 資本と0*、4の 輸入原料を用いて,0*点 を通 る等量
曲線Xで 示される水準の最終財を生産する。 この時資源輸入国の原料で測 っ
たレンタルは,0*1)(AG)の 傾きになる。 したがって,00*で 最終財の生産
量Xを 測れば,0σ の長さが資源輸入国の実質所得を表わす。0*Gは 原料輸入
0*Aと 交換に輸出される最終財の量である。資源輸出国の原料で測ったレン
X
B
0 P
第1図
垂直貿易と資奉移動123
タルは,原 料生産関数 β*、4のA点 における接線AFの 傾 きになる。自由貿
易であれば,原 料価格(ρ 四)は 両国で等 しいから,レ ンタルは資源輸出国の方
が高い(7<7*)。
以上 を数式 で表 わす と次の よ うになる。
X=F(κ,M*)(1)
ル1*;M*(κ*,1V*)(2)
M=X*こ0(3)
・一纂 .(・)
ρ・一器(・)
〆一ρ帯(・)
ρ〃3ハ4*;X歩(7)
(1)式 は資源輸入国の最終財Xの 生産関数,(2)式 は資源輸出国の原料1礎
の生産関数をそれぞれ示 している。κ κ*は 資本ス トック,1V*は 自然資源で
所与とされる。(3)式 は両国が完全特化を行 っていることを示 している。両財
の生産関数は次の性質があると仮定する。
∂F ∂F ∂M*
諏>0・ 齋>0・ 孫>0
∂2Fヒ ∂2F∂2F ∂2M*∂2F
譲 く0・ 癖 く0・認<0・ ∂κ∂M・=∂M・ ∂κ>0
さらに最 終財の生産関数 は一次 同次 と仮定す るか ら,
∂2F∂2F∂2F ∂2F
∂M・・醗 ∂K∂M・M*=一 評 κκ=一∂M*∂
が成立す る。
}(8)
(9)
(4),(5),(6)式 は,最 終財 で測 った両国の レンタル(r}声 グと原料価格(ρの
の決 定式である。(7)式 は貿易収支 の均衡を示 して いる。 左辺は資源輸 出国 の
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原 料の輸 出額 で,右 辺X誉 は最終財の輸入量であ る。 このモデルで は消費 され
るのは最終財1財 だ けであ り,両 国 は完全特化 してい るか ら,X蜜 はその まま
資源輸出国の消費量 になる。またそれ は最終財で測 った国民所得に他 な らない。
他方,資 源輸 入国 の消費は最終 財の生産か ら輸出 を除 いた部分だか ら,そ れ を
Xタ とす ると,
Xン=X-X窒(10)
とな る。X,は また資源輸 入国の国民所得で あるか ら,(10)式 は,
x,-x一 ク泌 ・-7κ(10)'
と書 き改め られ る。資源輸 出国 の所得 は,資 本所有者 と資源所有者に分け られ
る。 したが って後者 に対す る報酬(資 源 レン ト)を η*で 表わせば,
X銃=ρ 泌4*嵩7*κ*+π*1ゾ*(11)
とな る。
第1図 で最終財 の生産量 を00*の 長 さで表 わせ ば,Xア は00,X歩 は0*σ'
で示す ことがで きる。資源輸出国の所得0*0の うち,0*H(B*κ は ・4Fと
平行)は 資本家の所得 で,残 りの 々Gは 資源所有 者の所得 になる。
2.資 本移動の効果一 交易条件と要素価格
国際間の資本移動に障害がな く,レ ンタルの格差によって資本が移動するも
のとすれば,前 節の完全特化モデルではr*>rに なるか ら,資 源輸入国から
輸出国へ投資が行われる。資本移動は,両 国のレンタルが等 しくなるまで続 く
であろう。投資の結果,交 易条件(原 料価格)と 両国のレンタル,あ るいはそ
れ らの比がどうなるかを検討するのが本節の課題である。
資本の移動量を 一dK=dK*>0と すれば,交 易条件は,(5)式 か ら
ρ'∂2F' ∂2F
の 解=一
∂κ∂M・4κ*t∂M・ 卿*(5)',
と な る 。(2)式 か ら
∂M*4ルf*=-4κ*
・(2)'∂κ*
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が得 られ るので,(2)'を(5)'に 代 入 し(6)と(9)式 を使 って整理す ると,
・諏一一(醐 ・確 訪 、轟K・ 群(12)
が得 られる。(12)式 を資本 と原料の間の代替の弾力性 σと,
得が世界全体の所得に占める割合 θ を使って書き改めると
階 一(飯+五κM*)書 礎
とな る。 ここで
1∂F/∂K・ ∂F/∂M*
σ『 文'∂ ・F/∂K∂M・
7κθ=-
x
資源輸入国の所
(13)
(14)
(15)
である2)。代替の弾力性は0<σ く。。,分 配率は0く θ<1な ので,(13)式 は
資本移動によって原料の相対価格が下落すること,あ るいは資源輸出国の交易
条件が必ず悪化することを示 している。悪化の程度は,代 替の弾力性が小 さけ
れば小さい程大きい。
資源輸入国の レンタルは,(4)式 から同様にして解 くとヨ
・・一(趣+7*KM*)÷ ・筆 群(16)
とな る。(16)式 か ら資源輸入国の レンタルは必ず上昇す る。(15)と(16)か
ら,
・1(o「7=-M*4カ 〃3(17)
とい う関係が見 出せ る。原 料価格 に対す るレンタルは
・(7ρ
甥)一毒(婆 ・毒)(嚢 ・爺)号 ・照 ・(18)
とな るので上昇す る。
2)代 替の弾力性(14)式 の導出は,荒 憲治郎 『経済成長論』岩波書店,1969年,
pp.43-4に よる6
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資源輸 出国の レンタル は,(6)と(13)式 か ら
が+驚 ・新 ・場 震 擁(19)
となる。右辺の括弧の中は負になるので,資 源輸出国のレンタルは下落する。
これは資本の流入によって資源輸出国の原料生産における資本の限界生産力が
低下することと,原 料の相対価格が低下することによる。原料で測ったレンタ
ルは,(19)と(13)式 から
・(篶)一諾 躍(・ ・)
とな り低下する。
原料価格に対するレンタルの変化((18)式 と(20)式)と 次節で検討する実
質所得の変化は,第2図 で直観的に明らかにすることができる。第2図3)の 横
軸は資本,縦 軸は原料である。世界全体の資本量が00*で,そ のうちOAは
資本移動がある前の資源輸入国(投 資国)の 資本であり,残 りの0*・4は 資源
輸出国の資本である。OBの 長さは,世 界の資本を全て使用 して原料を生産す
ると考えた時の原料生産量を示 している。現実には資本が移動する前には,原 料
は資源輸出国だけで生産されるから,ABが その生産量である。したがって,
B点 における0*B曲 線の接線(βG)の 傾 きは,資 源輸出国の原料で測った
レンタル(7*
ρ物)と考え・・とができ・・ABの 原料は資源輸入国へ輸出畝
OAの 資本と共に最終財の生産に使われる。資源輸入国の最終財生産量は,B
点を通る等量曲線Xで 示される。B点 における等量曲線Xの 接線(B1り の
傾きは・資源輸入国の レンタルと原料価格の比(7ρ辮)に等 しい・βFはBGよ
り も 緩 や か な の で'資 源 輸 出 国 の レ ン タ ル は 輸 入 国 の そ れ よ り も 高 い4)。
3)第2図 は世 界 を1つ の閉 鎖 経 済 と考 る もの で あ る。 この 図 は,Kemp-Ohyamaの
の 前掲 論 文 を解 説 したR.Findlay,"EconomicDevelopmentandtheTheory
ofI謡ernationalTrade,"(AmericanEconomicReview,1979)が使 用 して
い るが,Findlayは 図 を 使 って 本稿 が 展 開 して い る よ うな 分 析 は 行 って い な い 。
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原 料
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0 資 本1)40壊0〃F
第2図
り
レンタルの格差によって移動する資本量は,ADで ある。資源輸出国の原料
生産は資本の流入によって,、4β か らD(フ へ増加する。しかし,そ れに伴 って
資本の限界生産力は減少するので,原 料価格に対するレンタルは低下する。C'
点におけ・それ嵯 であ・・ここで 嘱 ・それぞれ資本灘 の ㈱)
レンタルと原料価格である。資源輸入国の最終財生産は,外 国投資されなか
った資本ODと 輸入原料1)0を 使って0点 で行われる。生産量は0点 を通
る等量曲線Xで,こ れはXよ りも高い水準にある。生産関数は一次同次 だ
から,C点 における等量曲線の接線の傾きは,B点 におけるそれよりも高い。
これは資源輸入国のレンタルが,資 本移動によって上昇することを示している。
そ してC点 では両国のレンタルは均等化 し,資 本はそれ以上移動しない。
3.資 本移動 と実 質所得
第2図 で資本移動によって最終財の生産が拡大 し世界全体の所得が増加する
ことが明 らかにされたが,そ れが両国の間にどのように分配されるかが本節の
4)自 由貿易なので両国の原料価格が等しいことを前提にしている。
128 商 学 討 究 第35巻 第2・3号
課題である。資源輸入国の所得は,投 資 した資本の収益がどのように処分され
るかに依るが,こ こでは収益に対する課税もな く,本 国に送金されるものとす
れば,Aか らCHに 平行に引いた線分 、4∫の ∬点で ・4∫に接す る等量曲線
Xyが,資 本移動後の所得になる。資本移動前のそれは,8点 で ・4∫に接する
(、4EはBFと 平行)Xッ だか ら,明 らかにXア はXッ よりも高い水準になる。
すなわち,資 源輸入国,あ るいは投資国は,資 源輸出国に対する投資によって,
厚生水準を高めることができる。他方資源輸出国の所得は,OCの 長さで実質
所得を測れば,Lノ か らC∫ へ変化する。両者を比較することは容易ではない。
実質所得の変化を詳細 にみるために,数 式で検討 してみてみよう。資源輸入
国の所得の変化は,(10)'式 から
4Xy=κ47
とな る5)。(16)式 を代入す ると
鵡 一(塑+7*κルf*)書醗4燈
と書 き改め られる。資源輸入国の所得は明 らかに増加する。
資源輸出国の所得の変化は,(7)な いし(11)式 から
4x歩=M*4ρ 伽+力溺4M*イ4κ*
(21)
(22)
と書ける。右辺第1項 は交易条件効果で,交 易条件は悪化するので,
イナスの効果を持つ。第2項 は原料生産拡大効果でこれはプラス,第3項 は投
資国への利子支払いでマイナスである。(2)'と(13)式 を(23)式 に代入 して
整理すると'
・x歩一セ・+(餐+諺 。)書M・}・κ・(24)
が得られる。(24)式 は資源輸出国の所得の変化が代替の弾力性 σに依存する
ことを示している。渉なわち.
(23)
これ はマ
5)資 本の流出(-d蜀 によってその分の所得が減少するが,外 国投資収益が本国へ送
金 されれば,投 資国の所得の変化はレンタルの上昇分Kdrに 等 しい。
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彪(攣 θ醗に従。て矩(%)
となる6)。 σが小 さ く,例 えば0<σ;θ<1の 場合 には,(24)式 か ら
塒 一(一 力翅ル1*プ十 κ)・κ・ (26)
となり,資 本の流入にもかかわらず,資 源輸出国の所得は減少する。
世界全体の所得は両国の和だから,(22)と(24)式 か ら
4X=(7*一 テ)4K*(27)
が得 られる。r*>rな ので世界全体として所得が増加することが明らかにされ
る。
以上の議論は,本 稿で想定するような垂直貿易モデルでは,資 本移動は世界
の効率性を高め投資国の所得を増加させるが,被 投資国=資 源輸出国が利益を
得るかどうかは,最 終財の生産における資本と原料の間の代替の弾力性に依存
することを示 している。(25),(26)式 が示 しているように,代 替の程度が小さ
い場合には,資 源開発を目的とする自由な国際的資本移動は,必 ず しも被投資
資源輸出国の利益にはならない。これは資本移動に伴って,資 源輸出国の交易
条件が悪化するためで,「窮乏化成長論」に似ている。しか しこのような視点は,
発展途上国と先進国の間の貿易と投資の利益の分配に関する議論7〕で,十 分検
討されているとはいえない。
・・代替の勤 性が無限大の胎 には,(22),(・4)か ・,舞 一・慕 一・*一・ と
なって,資 本移動の利益は完全に被投資国に属する。逆に代替性が全 くない場合に
は箒 一幕 一 ・な・.・ れは投資国・・被投資国を犠牲にして,い ・らで
も利 益 を得 る こ とが で き る こ とを 意 味 す る5
7)H.W.Singer,"TheDistributionofGainsbetweenInvestingand
BorrowingCountries,"(AmericanEconomicReview,1950).
